
制 定 2017年3月1日

改 訂

１.目的・概要

　　通常のエアコンやエコキュートは空気を熱源としたヒートポンプ空調、給湯装置であるのに対して、

　地中熱ヒートポンプは、外気に比べて安定している地中の熱を熱源としている。外気に比べ夏は低温、

　冬は高温である地中の熱を利用することで省エネルギーが図れて、CO2排出量削減による地球環境保全、

　ランニングコストの低減が可能である。冷却運転時には、ヒートポンプから温風が排出されないため、

　ヒートアイランド現象の緩和にも貢献できる。

２.ヒートポンプの特徴・省エネルギー性について

（１）特徴

　 ①地中熱、地下水熱、下水熱、温泉排湯熱などの再生可能エネルギーに

　　 対応し、空調、給湯、床暖房などの用途に対応する。

　 ②モジュール方式により、さまざまな組み合わせや連結が可能となり、

     最適な負荷（空調・給湯）に対する容量設計が可能である。

   ③自然熱源や再生可能エネルギーを利用するため、環境負荷の小さい

     システムを構築でき、省エネルギー関連の補助金を取得しやすい。（2017年度現在）

   ④標準温度型（主に空調利用:R407C冷媒）と高温型（主に空調・給湯利用:R134a冷媒）

　　 の２種類のタイプがある。

　 ⑤地中熱源利用の水冷式と、バックアップ対応として空気熱源も利用可能な

     空水冷式（水冷⇔空冷自動切替運転）がある。

（２）省エネ・省コストに優れたヒートポンプ

　 　　1台のヒートポンプで冷房・暖房・給湯・排熱回収・

　 　冷房給湯の全てを実現することができる。

 　　そのためイニシャルコストとランニングコストの

 　　トータルコストの削減が期待できる。

　　　夏季：昼間の追いかけ冷房運転と同時に給湯運転

　　　冬季：安価な深夜料金を利用して給湯蓄熱
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３.仕様

   ④標準温度型（主に空調利用:R407C冷媒）と高温型（主に空調・給湯利用:R134a冷媒）

４.問合せ先

ゼネラルヒートポンプ工業株式会社

　　本社統括営業本部 　TEL:052-589-9010 FAX:052-589-9011

　　東京支社 　TEL:03-5642-7778 FAX:03-5642-7780

　　中部支社 　TEL:052-589-9010 FAX:052-589-9011

　　北海道営業所 　TEL:011-837-5101 FAX:011-837-5102

　　東北営業所 　TEL:022-395-6738 FAX:022-395-6739

　　北陸営業所 　TEL:076-464-3086 FAX:076-464-3087

　　西日本営業所 　TEL:06-4807-7567 FAX:06-4807-7568

　　九州出張所 　TEL:096-206-6385 FAX:096-352-8808
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資　　料

空水冷式の仕様につきましては、別途お問い合わせ下さい。


